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�· ＇；東京外国語大学教授中嶋嶺雄トー
流となって動いている。 一方、 世 が東西ドイツの統ーであったとい

界戦争の危機さえあるといわれて ってよい。 東西ドイツ統ーは、 社

いた米ソ関係は歴史的な和解を遂 会主義の変化、 東欧の変化、 そし
げ、 脱冷戦化の時代が9 0年から始 てそれらを是認せざるをえなくな
まったといっていい。 った、 コ守ルパチョフ ・ ソ連の立場

私はこれを「1989-9 0年革命」 があったからこそ行なわれた。 ー
と呼んでいる。 脱社会主義、 脱冷 方、 そうした東欧の民主化、 東西
戦という 2つの大きな歴史の流れ ドイツの統ーから、 最近のヨーロ

を基軸にして、 世界はまさに根本 ッパにおける全欧安全保障体制の

的に変わった。 その最後の仕上げ 確立による新しい不戦戦略は、 米

. ＂· 司 、d、 z
. ＇注目、、

脱社会主義化と脱冷戦化

1989年から9 0年にかけて、 世界
は20世紀の歴史を根本的に覆すよ
うな動きを示してきた。 20世紀は
革命と戦争の世紀といわれる。 革
命ということでは、 ロ シア革命以
来の社会主義が根本的に崩れる過

程、 すなわち脱社会主義化が進行
し、 それは今や後戻りできない潮
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ソの歴史的和解があったからこそ
実現したといっていい。

9 0年代の世界は、 このような天
命を改めるという意味での、 本来
の ホ革命m が起こったともいえる

ような大変化の後始末をどうつけ
ていくのか。 その処理いかんが、
これから残り少ない20世紀を規定
していくのではなかろうか。

イラクのクウェート侵攻も、 米
ソが冷戦体制のなかで対立競合し
ていたなら、 あのようなかたちで
は起こらなかったろう。 米ソの夕
方が緩んだ途端に、 それぞれの地
域の内発的な動き、 あるいは地域
的紛争が表出するというのが、 今
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日の世界の姿だといっていい。
同じことは、 ソ連のなかのバル

ト 3国や、 各連邦共和国のソ連邦
からの離脱傾向、 あるいは中国の
民主化運動から始まった世界的な

民主化、 自由化への動きについて
もいえる。 89 年 4月以来の中国の

民主化運動は、 悲劇的な天安門事
件という結果になったのだが、 逆
に考えると、 中国のようにはなり
たくないという合意がルーマニア

以外の東欧諸国には存在したので
あり、 そのことが東欧諸国の脱社
会主義化をもたらした。 エスニス
ティーという言葉が流行している
ように、 こうした民族、 あるいは

人種的な新しい胎動が、 ひょっと
すると、 従来の国家の枠組みを内
部から大きく掘り崩していくこと
になるのかもしれない。

ソ連を従来のソ連邦でまとめて
いくことはもうできないだろう。
ゴルバチョフ大統領も 、主権共和
国。 と言っているように、 独自に
主権を持った共和国の連合体、 す
なわち将来は、 英連邦のようなか
たちになっていく過程がすでに始
まっているのではないか。

中国も、 そして恐らく北朝鮮も
今後数年間のうちには、 脱社会主
義イじの圧力と、 台湾、 香港、韓国、
シンカゃポールあるいはA SEAN 

の一部の国の活力ある経済によっ

て、 社会主義体制が侵食されてい
く可能性がある。それが世代交代、
つまり革命第l世代の郡小平、 金
日成の退場とも絡んで大きな変化

をもたらすだろう。 場合によると
香港が返還される97年前に、 中国

の共産党政権のほうは崩壊するか
もしれないとさえ思う。

アジアに ‘共通の家。 はない

ヨーロ ッパには伝統的に独自の

国際 システムがあったし、 社会主

義がなくなれば、 元の西欧近代国
家 体系に戻っていくことができ
る。 だがアジアにはそうした国家
体系はないし、、ヨーロ ッパ共通の

家’ のような共通基盤も全〈欠如
しているので、 脱冷戦、 脱社会主
義という世界の潮流にそのまま移
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千子するわけにはいかないだろう。
特に最近の中国には保守勢力の

台頭、 最後のあがきのような抵抗
が見られる。 世界が市場経済を中
心に、 相互依存関係を深めようと
しているのと全く反対の方向に行
こうとしている。 ポスト雪�小平ま
では、 こうした世界の動きに逆行
する体制を維持していくことにな
るだろう。

北朝鮮においては金 日成、 金正
日の後継体制は、 言ってみれば、
権力継承 システムにおける台湾化
を図っていくのではないか。 台湾
も20～30年前までは完壁な独裁体

制で、 蒋介石独裁体制からその息

子である蒋経国・権威主義体制へ
移行し、 そして今 日の李登輝 ・ 民
主体制まで発展してきた。 北朝鮮
は社会主義というより儒教的な権
威主義体制といってよいから、 金
日成が息子の金正 日に儒教的な家

父長体制のなかでの権力継承を行
ない、 次の段階として徐々に開国

していく方向しか考えられない。
さもなければ、 北朝鮮のルーマニ

ア化という深刻な事態になる。
しかも、 南北朝鮮の分断という

現実が依然としてある。 南北朝鮮
は朝鮮戦争で実際に血を流し合っ

贈るのにふさわしいもの

．家族ぐるみでつき合 ·�の合う遺産のいら
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た間柄であり、 今 日の南北朝鮮の
違いはその社会的 ・ 国家的体質に
おいても、 東西ドイツの比ではな
い。 アジアに見られる民族の分断
はそれだけではない。 1つの中国
を競って、 中華人民共和国と台湾
が存在している。 ソ連、 ユーラシ
ア大陸内部の新しい民族的な動き
と絡んで、 チベット問題や、 分断
されているモンゴノレ族、 中国のト
ルコ系住民、 ウイグル族などの動
きも無視できない。

さらにアジアにはヨーロッパと
違って、 経済の極端な不均等発展
がある。 経済的な豊かさの指標と
して仮に1 人当たりG N Pをとっ
てみると、 日本が約3万ル。 これ
に対して中国は300ドル前後と、 100
対1の格差がある。 中国と競い合
っている台湾は8500～、 香港が1
万2000～、 シンカ。ポールが1万～、

韓国が4500～。 こうした格差は東
西欧州、｜の経済的格差をはるかに凌
ぐものであって、 それ自体がアジ
アの国際政治を摩擦の多いものに
するだろう。

こうした状況のなかで、 いかに
アジアの共通の基盤をつくってい
くかが、 今後の大きな課題になら
ざるをえない。
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自民党派閥外交の落し穴

91年 4月には、 このように不安
定なアジアの政治経済環境のなか
にある 日本に、 コリレパチョフ 大統
領がやって来る。 日本はもっぱら
北方領土問題を懸案としている
が、 コ守ルパチョフは 日本を訪れる
初めてのソ連最高指導者として、
アジア・太平洋地域の軍縮や新し
い安全保障システムの形成、 シベ
リア開発への 日本の協力、 場合に

よれば信頼醸成措置を実現するた
めに、 シベリア抑留やかつての 日

ソ関係へのソ連側の自己批判など
を伴う、 非常に多角的な戦略を携
えて来ると予想、される。 わが国は
十分な対応をしておかなければな
らない。

こうした流動的な、 新しい歴史
が始まろうとしているなかで、 日

本がどのような国際的役割を担っ
ていくのかということが、 いよい
よ本格的に問われることになろ
う。 国連平和協力法案をめぐる国，
内の議論は、 十年一 日のごとく憲

法との距離感や自衛隊の海外派兵
への賛否、 軍国主義復活への懸念
など、 戦後的な価値観のなかだけ
で論じられた向きがある。 この問
題は、 今 日のアジアや世界の新し
い歴史的発展のなかに位置づけら
れなければならない。

ところが実際には、 最近の金丸
訪朝、 幻の安倍訪ソ、 中曽根元首
相のイラク人質外交などに見られ

るように、 政府、 外務省を飛び越
して自民党の派閥外交が行なわれ
ている。 これは生臭い党内ポリテ
ィックスの反映としての外交であ
り、 放置しておくと 日本の外交は、
ますます方向を見失うことになる
だろう。 そういう意味でも、 91年
は 日本外交にとって非常に大きな
試練の年になろう。
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